
NO.6-3 激突され 型

   　『覆工板撤去中、バックホウに右足をひかれて負傷』.

発 生 年 月 　　　平成19年9月

時 刻 　　　21:50 頃

被 災 者 　　　普通作業員(48歳)

傷病名・ 部位 　　　右足関節脱臼骨折　（休業3日）

   発生状況 １．当日、掘削作業を行うため作業帯を確保し、覆工板（1000×2000、重さ

　　400kg）の撤去を被災者含め6名で、3枚目まで終了した。

２．4枚目を撤去するため、被災者が開口部の覆工板隙間板を取り除くため

　　右ひざをついていたところ、横移動してきたバックホウのキャタピラーに

　　右足をひかれた。

   被災状況

　 コ メ ン ト

　　　　　　　・重機作業にあたり作業方法を決定し周知させ、場所的に混在しないように

　　　　　　　　努め、連絡調整を綿密にとること。

　　　　　　　・重機の作業時見張員及び合図者を明確に指示すること。

　　　　　　　・重機移動時の周囲の確認を行うこと。

不許複製




